
調 査 結 果

問１ あなたの年代を教えてください。

問２ 普段、野菜を買うときに重視することは何ですか。（複数選択可）
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問３ 鈴鹿市内の農産物直売所を利用したことがありますか。

問４ 直売所を利用する理由は何ですか。（複数選択可）
【問３で「ある」と答えた方に聞きました。】
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問５ 野菜を買うときにできれば参考にしたい情報は何ですか。（複数選択可）

問６ 購入する農林水産物の産地に関して，どの程度気にしていますか。

（1）ブランドとして有名な産地のものであること
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（2）鈴鹿市産もしくは近隣の市町のものであること

（3）県内産のものであること
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（4）外国産でなく国内産のものであること

問７ 地元産品を購入して「地産地消」を実践しようと思いますか。
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問８ 「地産地消」を実践しようと思わない理由はどのようなことですか。（複数選択可）
【問７で「あまり思わない」「まったく思わない」と答えた方に聞きました。】

問９ どのような情報があれば「地産地消」に取り組みやすいと思いますか。（複数選択可）
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問10

問11 このアンケート及び「地産地消」についてのご意見等がありましたらお聞かせください。
一部抜粋して，ご意見を記載します。（回答者数:157名）

・どこに売っているのか、ホームページや地元のラジオ・テレビなどで告知して欲しい。
・地元の野菜を買える場所が増えて欲しい。
・住まいの近くに地産地消を取り扱う店が無い。
・地元産を買うようにこころがけていますが広報が少ないように感じる。
・新鮮でも価格が高いのでは買わない。
・生産者との交流があれば素敵。
・生産者が作った農産物を安定して販売消費する体制を作らないと地産地消の循環は生まれない。
・一定量の大量消費が見込める学校給食や企業の社員食堂に消費を積極的に働きかける。
・大手スーパーでの取扱量を増やしたり、売り場を確保する市の本気度を示して下さい。　そのための情報
提供も大事です。
・食育と絡めて学校でも推進する。
・鈴鹿市の名前を前面に出して、前向きに生産者さんをサポートして、市民に告知広報活動を高めて欲し
い!
・産直ではズバリ旬のものが買えるので、季節を感じることができて、良いとおもいます。
・市場のような大規模で、1箇所でいろんなものが買える場所があるといいです。
・学校給食で沢山使って授業でも積極的に取り組んで欲しい。
・もっと直売所を増やして欲しい。場所のＰＲをもっとして欲しい。
・輸送経費がかからない分を価格に反映し安く，売れ残りや形の悪い物も価格を下げ売り尽くす。
・大根、人参は葉をつけたまま売る。
・自宅から近い所に販売店があると利用しやすく新鮮で季節の物が食べれて良い。
・何がどこでどれだけ作られているか､近隣の自治体も含めて市民に発信が必要と思われる。

 「地産地消」をより進めるためには、どのような取り組みが効果的だと思いますか。（複数選択可）
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地元産での農林水産物の生産量を増やす

スーパーなどの量販店で地元産品の取扱量を増やす

大規模な直売所を増やす

産地近くの直売所を増やす

量販店でのインショップを増やす

学校給食にできるだけ地元産品（食材）を使用する

地元産食材を活かした地域の食文化を守り伝える

地域の農林水産業について学習や生産体験などの食農教育を推進する

地産地消に関する情報提供や広報を充実させる

地産地消に応えられる多様な農林水産物を供給する体制を調える

地元産品やその利用方法等に関する講習会やイベントを実施する
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